
第２学年 道徳科学習指導案 

                     日 時 令和７年１０月８日（水）公開授業Ⅱ 
児 童 １３名 

指導者 鈴 木 美奈子 

１ 単元について 

 （１）単元名 「えがおのひみつたんけんたい ～はたらくこと～」 

 （２）教科等横断的単元構想図【道徳科＋生活科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈児童の実態と教科横断するよさ〉 

地域の人々の活動や仕事が自分たちの生活を支えていることを実感することまでには至っておらず、自

分の経験や気づきを工夫して伝えることができる児童は多くない。「他者に対する受容・共感・敬意」と

「表現力」を育成するために、道徳科と生活科をつなぐ。 

〈生活科〉 

「まちが大好き探検隊」の活動を振り返り、働いている人が笑顔だった秘密を調べるために、探検した

い場所や目的を明確にしながら探検の計画を立てる。 

〈生活科〉 

自分が体験したことをまとめたり、友達と伝え合ったりして、体験して気付いたり考えたりしたこと

を表現する。 

〈道徳科〉 

「勤労、公共の精神」についての学習をし、みんなの役に立つことの嬉しさややりがい、自分自身

の成長を感じて、みんなのために働こうとする。 

〈生活科〉 

お店や施設で仕事をする人たちの思いや仕事の仕方などを聞き取ったり手伝ったりして、仕事の楽しさ

や大変さなどに気づく。 

〇自己（人間）の生き方にかかわる目指す児童の姿（育みたい資質・能力が表われた姿）  
〈生活科〉 
地域の人々と関わる活動を通して、働いている人々の仕事に対する思いや生き方に触れ、笑顔で働

く秘密について地域の人に伝えたいことや伝え方を選んで発表し、地域への愛着をもって地域の人々
と進んで関わろうとする児童。 

「笑顔でお客さんに話しかけるのは、難しかっ

たな。」 

「みんなのために働くことは、人の役

に立つことだけではなく、みんなに喜

ばれることでもあるのだな。」 

「どうしたら、働いている人の笑顔のひみつが

分かるかな。」 

行きたい場所や目的、約束などについて話し合わせ、

探検の計画を立てる。 

仕事の大変さや楽しさ、仕事をしている人たちの思い

や適切な接し方に気付く。 

働くことのよさや大切さに気付き、みんなのため

に進んで役立とうとする態度を育てたい。 

「見えないところでも一生懸命に働いていたよ。

発表では働いている様子をやってみせよう。」 

 

伝えたいことが相手に分かりやすく伝わるための方

法について考える。 



２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

道

徳

科 

評価の視点 

みんなのために働く喜びについて考えを深めている。 

 

 

 

 

生 

 

活 

 

科 

① 地域で生活したり働いたり

している人々や場所が自分

たちの生活を支えているこ

とや、それらが自分と関わっ

ていることが分かっている。 

② 地域の親しみを感じる人々

が増えたり、それらの人々や

場所が自分たちの生活を楽

しくしたりしていることに

気付いている。 

③ 様々な人々に関わる際、相手

や場に応じた挨拶や言葉遣

いをしたり、探険を行ったり

している。 

① 会ってみたい人、してみたい

ことを思い描きながら、計画

を立てている。 

② 地域の場所におけるふさわし

い行動を予想しながら、活動

の計画を立てたり、約束を決

めたりしている。 

③ 地域の場所や人々を、自分の

生活と関連付けながら捉えて

いる。 

④ 好きになった場所や親しくな

った人々などのことを振り返

りながら、友達や地域の人々

などに知らせている。 

① 地域の場所や人々に関わるこ

とへの関心や期待をもちなが

ら、それらと繰り返し関わろ

うとしている。 

② 地域の場所や人々に応じて、

適切に接したり安全に生活し

たりしようとしている。 

③ 地域の場所や人々への親しみ

や愛着をもって、それらのよ

さを大切にしようとしてい

る。 

 

 

 

３ 指導計画（２８時間） 

 小単元名（時 数） ねらい・学習活動（時数） 考える活動の手立て 知 思 態 

生

活

科 

１ えがおのひみつに

ついて知りたいこと

を話そう。(５） 

学習課題を設定し学習の見通しをもつ。

（１） 

ア 考えを引き出す 

エ 考えをつなげる 
  ① 

地域の人々に関わることへの期待をも

ち、探検の計画を立てる。（４） 

イ 考えを整理・分析

する 
 

①

② 
 

２ しごとのひみつを

さぐろう。（６） 

仕事をする人たちの思いを聞き取った

り、手伝ったりして、仕事の楽しさや大

変さに気づく。（６） 

ア 考えを引き出す 

 ③  ② 

３ 感じたことや体験

したことを伝え合お

う。（３） 

体験して気付いたり考えたりしたこと

を表現し、他のグループの友達に伝え合

う。（３） 

イ 考えを整理・分析

する ① ③  

道

徳

科 

４ 「いま、ぼくにで

きること」を学習し

よう。（１）（本時） 

「いま、ぼくにできること」を学習し、 

働くことのよさを知り、みんなのために 

働いて役立とうとすることについて、学 

習する。（１） 

ウ 考えをまとめる 

 
   

生

活

科 

５ 地域の人にえがお

のひみつを伝えよ

う。（１２） 

地域の人たちに、笑顔で働く人々の秘密 

を伝える発表会を行い、お世話になった 

お店の方や地域の人達に感謝の気持ち 

を伝え、地域への愛着を深める。（１２） 

ウ 考えをまとめる 

 
 ④ ① 

６ 学習の振り返りを

しよう。（１） 

単元を振り返り、つけた力を確かめる。 

（１） 

エ 考えをつなげる 
②  ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 本時の指導 １４／２６時間 

（１）本時のねらい 

  みんなのために働くことは、みんなに喜ばれることや自分の喜びになることに気付き、進んで働こうとする

態度を育てる。  

 

（２）展開 

段 

階 
学習活動と子どもの反応 

形 

態 

指導上の留意点と教師の働きかけ 

【考える活動の手立て】 

導   

 

 

 

入 

 

 

３ 

分 

１ 自分たちの当番活動や係の仕事の取り組み方

について見つめる。 

・自分のやらなければならない仕事だと思って、

やっている人が多い。 

・みんなの役に立とうと思って働いている人が少

ない。 

 

 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

 

全 

 

 

・児童が元々もっている道徳的価値を把握する

ために、自分の当番や係の仕事の取り組みに

関わるアンケートを事前に行う。 

・アンケート結果を視覚化して提示したり、お店

の人はみんなと同じ気持ちで働いているのか

と問うたりすることで、自分たちと働くこと

への意識が異なることを感じさせ、自分事と

して問題意識をもてるようにする。 

 

・学級で考えることで、働く人の笑顔のひみつが

更に分かるようになること、考えた笑顔のひ

みつをお世話になったお店の方や地域の人に

知らせることを確認し、児童に学習への期待

をもたせるようにする。 

          

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

34 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・自分ができることを考えて、お手伝いを始めて

よかったな。 

・避難所でたくさんの人に助けてもらったから、

今度はみんなを喜ばせたい。 

・みんなの役に立って嬉しいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みんなの役に立てて嬉しいと思ったから、大人

になっても「ありがとう。」と言われるような仕

事をしたい。 

・人の役に立つ仕事をすると、みんなが喜んでく

れるから、大人になっても続けていきたいな。 

・大人になっても、人から「ありがとう。」と言わ

れるようなことをしたいな。 

 

４ 動画を視聴し、地域の方の仕事に対する思い

を知る。 

・お客さんが喜んでくれることが嬉しいのだな。 

・働いている人は、やりがいをもって仕事をして

いるのだな。 

全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 

個

ペ 

全 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 

 

 

 

 

・修了式に先生に言われた「『ありがとう』と言

われる宿題」をきっかけに主人公が自分にで

きることを考え、避難所にいる人の手伝いを

自主的に始めたことを捉えられるようにす

る。  

・主人公が避難所でお手伝いをしようと考えた

のは、みんなの役に立ちたい、みんなに喜ばれ

たいという気持ちがあったことに気付くよう

にする。 

・「「みんなの役に立つ」という視点と合わせて、

「自分にとっても、嬉しくなる」という視点も

大切にする。 

 

・宿題はやらなければならない、言われてやるこ

とだが、みんなの役に立つことや働くことは

大切なことだと感じている主人公の気持ちに

ついて話し合う。 

・児童が多角的・多面的に考えることができるよ

うに、なぜそう考えたのか理由を確かめる問

い返しを行う。 

 

 

 

 

 

・生活科で探険したお店の方や公共施設で働い

ている方へのインタビュー動画から、働くこ

とのよさについて気付くようにする。 

・動画を見た感想を板書に位置付け、主人公とお

店の人との共通点を考えられるようにする。 

みんなに喜ばれるのが楽しくなってきた「ぼ

く」は、どんなことを考えているのでしょう。 

「ぼく」が「ありがとうの宿題は、ぼくが大人

になるまで続きます。」と思ったのは、どんな

気持ちからでしょう。 

働く人の笑顔のひみつを考えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

34

分 

・家庭や地域で決められた仕事をすることは、み

んなのために役立つから嬉しいことなのだな。 

・働くことを通して、自分が成長できるのだな。 

 

 

 

 

 

５ 働くことについて考える。 

 

 

・お客さんに喜んでもらいたいと思って働いてい

ること。働く人がいつも笑顔だったから。 

・自分の仕事に誇りをもっていること。お客さん

には笑顔だけど、一人の時は真剣に仕事をして

いるから。 

・みんなの役に立とうと思って働いていること。

難しいことでも仕事をすればお客さんが喜んで

くれるのが「うれしい。」とお店の人が言ってい

たから。 

・自分が好きなことを仕事にしていること。自分

が好きなことだから、作品を自分で考えて工夫

して作ることができるから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 

個 

全 

・働くときの前向きな心が自分を成長させるこ

と、働く経験を積み重ねることで仕事をうま

くこなせるようになること、相手に喜んでも

らいたい、役に立ちたいという気持ちをもっ

て働くこと、苦労や大変なことがあってこそ

やりがい「・達成感があること、働くことで集団

の役に立つこと等について捉えさせたい。 

 

・生活科のお店探検で出会ったお店の人の様子

や話、お店での体験、動画の話、家庭や地域で

の仕事等を自分との関わりで捉えて考えさせ

るために児童の発言に問い返す。 

・道徳的価値への理解を深めるために、児童の考

えを働くことのよさに分けて視覚的に板書に

表す。 

・人の役に立つ喜び、仕事に対するやりがい、働

くことを通して自分の成長を感じることとい

った視点で考えることで、働くことのよさを

実感できるようにする。 

 

    

終 

末 

 

８ 

分 

６ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 

個

全 

 

・考えの変容や深まりを自覚することができる

ように、学習前の児童の考えを示し、同じ考え

かどうかを問う。 

・価値について自分との関わりで考えることが

できるように、「「これまでは」、「「今は」、「「これ

からは」という観点を示す。 

・今日の学習や単元の学習を通して、「こんな仕

事がしたい」、「「こんな人になりたい」、「「こんな

風に働きたい」等と思えるようになったこと

は、自分が成長したということだと気付かせ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートを書く時間を保障することで、自

分自身との対話の時間とし、これからの自己

の生き方について考えながら内省できるよう

にする。 

 

 

 

 

・今までは先生やおうちの人に褒められるか

ら働いていたけど、お店の人はお客さんに

褒められなくても笑顔で働いていた。今は

働くことはみんなの役に立つことだと分か

った。これからはみんなに喜んでもらえる

ように当番や係の仕事をしたい。 

・今までは仕事はやらなくてはいけないもの

だと思って仕方なく働いていたけど、お店の

人は自分から進んで働いていた。今はみんな

のために働くとみんなが喜んでくれること

が分かった。これからはおうちの人や町の人

の役に立つように働きたい。 

【手立て ウ 考えをまとめる】 

・生活科での学習経験等を基に過去の自分

と比較して、これからどのような気持ち

でみんなのために働いたらよいのか、日

常生活でみんなのためにどんなことがで

きるのかを考え、ワークシートに自分の

考えを書くことで、働くことのよさにつ

いて自分事として捉えられるようにす

る。 

なぜ働く人は、笑顔で働いているのでしょう。 



 


